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中学校美術

１ 教育課程の改善のポイント

○育成する資質や能力を明確にして題材の工夫や指導の改善を図る。

○言語活動に関する指導を充実する。

○生活を美しく豊かにする造形や美術の働きを実感できる指導を充実する。

○美術文化についての理解を深める指導を充実する。

○〔共通事項〕をふまえて、題材の工夫や指導の改善を図る。

２ 全面実施に向けて取組が求められること

(1) 移行期間における指導のポイント

ア 複数の学年の目標及び内容がまとめて示されている美術については、新学習指導要領が全

面実施された際の指導内容を見通して、特に移行期最終年度と本格実施初年度の接続に留意

しながら移行期間中の指導計画を作成しましょう。

・平成２１年度から可能な限り新学習指導要領による指導に取り組めますが、現行の指導

内容と新しい指導内容を相互に確認し、学習漏れのないように指導計画を作成する必要

があります。

例えば、現行学習指導要領で第２・３学年の「A 表現」に示されていた「環境のデザイ

ン」についての学習は削除し、「B 鑑賞」に位置付けて学習の充実を図ったので、移行期

間中に「A 表現」を新学習指導要領で、「B 鑑賞」を現行学習指導要領で行った場合、環

境のデザイン等に関する学習が行われないことが考えられるので配慮する必要がありま

す。

(2) 適切な年間指導計画の作成と題材構成の工夫

ア 表現と鑑賞の指導の関連を図りましょう。

・表現及び鑑賞の各内容における指導のねらいを十分に検討し、それを実現することので

きる適切な題材を設定し、系統的に指導計画に位置付けましょう。

・その際、表現と鑑賞の相互の関連を図り、鑑賞することで表現の能力がより高められるよ

うにするとともに、表現することで鑑賞の能力もより高められるよう十分配慮しましょう。

イ 〔共通事項〕を適切に位置付けましょう。

・〔共通事項〕は表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質や能力を示したもので

あり、表現及び鑑賞の各活動に適切に位置付け、指導計画を作成しましょう。

・〔共通事項〕を「A 表現」及び「B 鑑賞」の学習の中で十分に指導するためには、具体的

な学習活動を想定し、〔共通事項〕に示している「形や色彩、材料、光などの性質や、そ

れらがもたらす感情を理解すること」や「形や色彩の特徴などを基に、対象のイメージを

とらえること」をどの場面で指導するのか明確にして指導計画の中に位置付ける必要があ

新教育課程編成・実施に向けての参考資料
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ります。

・その際、〔共通事項〕の視点で指導を見直し学習過程を工夫することや、生徒自らが必要

性を感じて〔共通事項〕の視点を意識できるような題材を工夫するなどして、形や色彩な

どに対する豊かな感覚を働かせて表現及び鑑賞の学習に取り組むことができるようにする

ことが大切です。

・また、小学校図画工作科の〔共通事項〕を踏まえた指導にも十分配慮する必要があります。

ウ 「A 表現」の(1)及び(2)と、(3)は原則として関連付けます。

・表現題材を設定する場合、「A 表現」(1)及び(2)の発想や構想に関する項目と、(3)の創

造的な技能に関する項目はそれぞれ単独に指導するものではなく、(1)又は(2)の一方と、

(3)は原則として関連付けて行いましょう。

・しかし、時には指導の効果を高めるために、「A 表現」(1)及び(2)の発想や構想に関する

指導内容や、(3)の創造的な技能に関する指導内容のみを短時間で単独に扱った題材の設

定も考えられます。

(例) ①光と影による明暗の効果や対象の構造をとらえるために紙コップのスケッチを行

う。 (3)の創造的な技能に関する指導内容のみ。

②「使い古した靴を描こう」のように主題をしっかりもたせて描かせる。

(1)と(3)を組み合わせた指導内容

③ある場面を切り取って写真表現で表す。 技能はシャッターを押すだけなので

(3)の指導内容はない。(1)の指導内容のみ。

④コンピュータ画面でデザインの構想を練る。 コンピュータの操作は単純作業

だけだとすれば(3)の指導内容はない。(2)の指導内容のみ。

・①のような場合には、この学習がどこでどう生かされるのかを明らかにして、他の題材と

の関連や配当時間などを十分に検討し、指導計画を作成することが重要です。

エ 描く活動とつくる活動のいずれも経験させましょう。

・「描く活動」とは、スケッチや絵、グラフィックなデザインなど平面上に描くことを主と

していますが、立体の表面に描くことも含まれます。

・「つくる活動」とは、主として彫刻や工芸、立体的デザインなどの立体的な表現のことで

す。

・また描く活動とつくる活動の双方を取り入れた表現も可能です。(表現方法を幅広くとら

えることが大切)

・各内容の指導においては、描く活動とつくる活動のいずれも経験させるようにし、描く活

動とつくる活動の学習に著しい偏りが生じないように配慮するとともに、様々な美術表現

に親しめるように全体として調和のとれた指導計画を作成することが大切です。

オ 第１学年の指導計画について

・第１学年においては、美術の表現の能力が幅広く身に付くようにするため、特定の表現分

野のみに偏ることなく、「A 表現」(1)及び(2)それぞれにおいて(3)と関連付けて、描く活

動とつくる活動をいずれも扱うようにしましょう。
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・したがって、年間４５単位時間という時数の中ですべてを扱うことになるため、一般的に

一題材に充てる時間数は少なくなるものと考えられます。

・学年の目標が実現されるように、比較的短時間ででき、効果的に表現の能力が身に付くよ

うな題材を適宜取り入れ、指導計画を作成する必要があります。

カ 第２学年及び第３学年の指導計画について

・第２学年及び第３学年では、より質の高い学習を目指すため、１題材に時間をかけて指導

する必要があります。

・そのため、各学年において内容を選択して行うことが可能であり、２学年間ですべての事

項を指導することとしています。

・その際、指導計画の作成に当たっては、学習の内容が偏らないように、第２学年及び第３

学年の各学年においては、「A 表現」(1)及び(2)の双方を扱うようにするとともに、「A 表

現」全体を通して描く活動とつくる活動が一度は行われるようにしましょう。

・そして、２学年間で「A 表現」(1)及び(2)それぞれにおいて(3)と関連付けて、描く活動

とつくる活動をいずれも扱うようにし、調和のとれた指導計画を作成することが大切です。

・つまり、第２学年で(1)において描く活動を計画した場合には、(2)ではつくる活動を計画

し、第３学年では、(1)でつくる活動、(2)で描く活動を計画することになります。

「A 表現」の指導計画の作成例Ⅰ

A 表現 (1)と(3) (2)と(3)

感じ取ったことや考えたことなどを基 伝える、使うなどの目的や機能を考

に、絵や彫刻などに表現する活動 え、デザインや工芸などに表現する

活動

学年 描く活動 つくる活動 描く活動 つくる活動

第１学年 ○ ○ ○ ○

第２学年 ○ ○

第３学年 ○ ○

「A 表現」の指導計画の作成例Ⅱ(第１学年は同じ)

第２学年 ○ ○

第３学年 ○ ○

・第１学年の場合、「A 表現」(1)の指導事項は、ア(主題の発想)、イ(主題を基にした構想)

の二つです。したがって、通常１題材１事項の中で行われるため、例えば、アを描く活動

で行えば、イはつくる活動で行うことになり２題材となります。

(2)については、ア(構成や装飾)、イ(伝達)、ウ(使用)の三つがあり、それを描く活動と

つくる活動と組み合わせることになります。例えば、ア、イを描く活動、ウをつくる活動

とすると３題材になり、合計で５題材となります。

しかし、アとイ、イとウを組み合わせた題材を工夫することも考えられるため、最低限、

(1)及び(2)のそれぞれに(3)を関連付けた描く活動とつくる活動の４題材が必要と考えら



- 中美 4 -

新教育課程編成・実施に向けての参考資料

れます。

カ「B 鑑賞」の授業時数の確保

・鑑賞の学習を年間指導計画の中に位置付け、鑑賞の目標を実現するために必要な授業時数

を定め、確実に実施するために、鑑賞と表現の関連を考えて鑑賞の指導を位置付けたり、

ねらいに応じて独立した鑑賞を適切に設けたりするなど指導計画を工夫する必要がありま

す。

・鑑賞に充てる時数は示されていませんが、学習指導要領に示された内容を生徒に身に付け

ることができるかどうかを考え、各学校が適切かつ十分な時数を確保しましょう。その際、

年間時数の１／５程度を目安とします。

キ 新しく入った内容について

・第１学年の美術文化に関する鑑賞の学習など、具体的な題材を開発する必要があります。

【参考資料】

○【資料１】PDF「年間指導計画例 第１学年、第２学年、第３学年」

○【資料２】PDF 年間指導計画例の内容構成

（「埼玉県中学校教育課程編成要領(平成 21 年 3 月) P78~P84 各教科･道徳･総合的な学習の

時間･特別活動編～第１章 第６節 美術」より）

※年間指導計画には、題材について小学校の題材との関連が示されていたり、題材ごとに

に〔共通事項〕が具体的に位置付けられたりしており、参考になる。
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